


さらなるグループオペレーションの強化で、
受注拡大と収益力の早期回復を目指す。
 ～中期経営計画「NEXT TOYO 2015」：前半の振り返りと今後の方針～
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「NEXT TOYO 2015」が折り返し点を迎え
た本年、TOYOは良好な市場環境を追い風
に、着実に受注実績を積み重ねています。また
世界の拠点が一体となったTOYOのグループ

オペレーションの強化を通じて、収益の改善を
図り、次なる成長を目指しています。今回は中
計前半の振り返りと後半2年間の経営方針に
ついて石橋社長に伺いました。

受注面で大きな成果、収益面では課題も

最初に、「NEXT TOYO 2015」の2年目を 
振り返っていただけますか。

　先ず受注については、2014年3月期に連結ベースで過去
最高の3,651億円を達成しました。これはTOYOの歴史
上、最高の受注額で、さらにブラジルとシンガポールの持
分法適用会社分を加えると、実質の受注額は約5,000億
円となり、こと受注に関する限り、中計の前半で目標規模
を達成したことになります。



　一方、収益面では不満の残る結果となりました。インド
ネシアの国営肥料会社カルティム向けのプロジェクトで大
きな損失を計上したのが主な要因で、2014年3月期の営業
利益は前期比で70%を超える大幅減となり、後半に向け
て課題も残った2年間であったと実感しています。

 トルクメニスタンでの初受注など、 
開拓地域の案件獲得が目立っています。

　「NEXT TOYO 2015」では、TOYOが豊富な実績を有
しているアジア、中南米、中東を「重点地域」に、今後市
場の深耕に注力していきたいロシア・CIS、北米、イラ
ク、サブサハラを「開拓地域」に定めました。開拓地域で
は、TOYO初のオイルサンド関連案件として2013年9月、
Toyo-Canadaがカナダ・アルバータ州のビチューメン※生
産設備を受注しました。また2014年3月には、トルクメ
ニスタンにおけるTOYOの初案件として国営ガス会社向け
に大型ガス化学コンプレックスを受注しています。これら
は1,000億円に近い大型案件で、大いにグループオペレー
ションを生かせるプロジェクトです。これをきっちり仕上げ
ることでTOYO全体を一段とレベルアップできると考えて
います。
※ビチューメン：オイルサンド層から採取される超重質油

 インドネシア肥料案件の採算悪化については、 
どのように受け止めていますか。

　このカルティム肥料プラントは、Toyo-Japan、Toyo-
Korea、インドネシアの IKPT（イーカーペーテー）の3社協
働プロジェクトですが、プロジェクト遂行における各社
の役割分担の面で様々な課題を提起しました。現在その
フィードバックを受けて全社で対応策に取り組んでいます。
IKPTそのものの立て直しについては、現在Toyo-Japan
から各部門に10名以上を派遣するとともに、現地でシニ
ア層の採用を活発化するなど、根本的な組織強化を進め
ています。中計で「グローバル人財の育成・強化」を掲げ
ていますが、生産設備を持たないエンジニアリング会社に
とって人財の育成と組織の強化がいかに重要か、改めて感
じています。
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一段と加速する「上流」への取り組み

中計の基本方針の一つである 
「上流の事業・業務分野への拡大」は、 
この2年間でどこまで進捗したのでしょうか。

　「上流」には二つの意味があります。一つはオイルやガス
の井戸元に近い領域に事業を展開していくことで、2013年
4月に資源エネルギー本部を事業本部として独立させて、
資源開発分野に非常に力を入れています。GESA※1という

お客様への技術サービスも、イラク国営南部石油会社を
はじめ、オイルメジャーも含めて十数社と契約しています。
また資源のアセットマネジメント事業にも注力しています。
これは古くなって生産量が落ちてきた油田に、EOR※2の

技術と一部資金も投入し、その増産分について利益をシェ
アしようというものです。幅広いお客様に働きかけを行
い、具体的成果を目指しています。
　もう一つの「上流」は、お客様の投資計画の策定や
FEED※3など、事業の川上業務への進出です。TOYOでは
ここ数年、事業への出資も含め、プロジェクトの初期段階
から参画する新たなビジネススタイルを模索してきました。
その結果、FEEDや有償プロポーザルなど、お客様の懐に
入り込んだ仕事が多くなってきました。国内の一部案件で
も計画立案時から関与してEPC※4の受注を目指す事例も
出てきています。
※1 GESA：General Engineering Service Agreement
 （包括技術サービス契約）
※2 EOR：Enhanced Oil Recovery （増進回収法）
※3 FEED：Front End Engineering Design （基本設計）
※4 EPC：Engineering, Procurement and Construction
 （設計／調達／建設）

 米国を先頭に、 活況を呈する世界のプラント市場

現在、中計の3年目を迎えていますが、プラントや 
資源エネルギー開発の市場はどのような状況でしょうか。

　市場環境は全般に良好です。特に好調なのは米国で、
肥料やエチレンを中心にシェールガス関連の引き合いを数
多くいただいています。このシェールガスの登場によって
米国での案件が増えるだけでなく世界のエネルギーバラン
スが変わり、例えばロシアからのガス供給先はヨーロッパ
偏重からアジアへも拡がりつつあります。そのような動き
の中で、TOYOはガスや石油の高付加価値化案件に積極的
に取り組んでいます。
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　米国以外では、ブラジルやイラク、ロシア・CISにも注
目しています。ブラジルは国営石油会社ペトロブラスによ
る深海のガス田・油田の大規模開発が、今後も継続する
ものと見ています。イラクではGESAに基づき石油資源開
発計画を立案する仕事をしています。またトルクメニスタ
ンなどCIS市場での投資が活発化し、ロシア極東地域で
も検討が増えています。ただ、政治情勢が不安定な地域
での案件については、状況を十分注視しながら進めてい
く必要があります。

案件が増加すると、海外各拠点の連携体制が 
これまで以上に重要になってきますね。

　海外拠点の役割は、先ず自国マーケットでの仕事をき
ちんとやるというのが基本です。その上で、国内市場が限
られるToyo-KoreaはToyo-Japanと一緒に第三国での
案件獲得を目指し、またToyo-Indiaは自国内のプロジェ
クトに加え、Toyo-Japanや他の拠点と一緒に第三国のプ
ロジェクトを遂行しています。TOYO全体で事業の最適化
を図るため、今後はToyo-ChinaやIKPTのリソースも第三
国で活用できるようにし、どこの拠点が担当しても一定の
品質の仕事ができる形を目指しています。

プロジェクトの成功が最善のセールスツール

社会インフラの市場動向はいかがですか。

　TOYOは発電、水、交通の各分野でインフラビジネス
を展開しています。このうち発電関係は世界中に多数の

案件があるものの、ボイラーやタービンなどの主要機器
を扱うメーカーの動向により受注が左右されます。TOYO
は2010年から2013年にかけてタイで7基の熱電供給ガス
タービンコンバインドサイクル発電所の建設プロジェクト
に参画し、7基すべてを納期どおりに完成させたことで、お
客様から高い評価を頂戴しており、これからの案件にも期
待が持てます。またこの実績は今後の営業活動にも生きて
くると考えています。

プロジェクトの成功が次の仕事に結びつく、 
そういった好循環が生まれているわけですね。

　例えばイラクでは戦争勃発前の1980年代まで相当量の
仕事をしていて、その時の良い評判がお客様の中で現在
も語り継がれています。またロシアでも旧ソ連時代の我々
の仕事を覚えているお客様がいらっしゃって、TOYOの名
前への信用も残っています。プロジェクトをきちんと遂行
してお客様からの信頼を得ることが、やはり一番の営業
活動ではないでしょうか。次の受注につながる仕事や、プ
ロジェクト立地国の人脈構築に資する良質な仕事をしてい
くことが、エンジニアリング会社にとって何より大切であ
ると実感しています。

拠点強化でシームレスな 
プロジェクト運営体制を構築

中計後半2年間の基本戦略をご説明ください。

　「NEXT TOYO 2015」では、2012年の策定時に、「グ
ローバルオペレーションの一体化」「上流の事業・業務分
野への拡大」「グローバル人財の育成・強化」を基本方針
に定めました。この3本柱は中計後半も堅持していきます。
一方で収支を悪化させる案件を出さないためにも、喫緊の
課題として、拠点のさらなる強化を掲げています。特にイ
ンド、韓国、インドネシアについては、Toyo-Japanの役
員クラスを拠点強化担当者に任命し、彼らが中心となって
実力向上へのアクションプランを立案しました。それぞれ
アクションプランを、Toyo-IndiaはLNG再ガス化設備プロ
ジェクトで、Toyo-Koreaはカナダのビチューメン生産設備
や米国のポリエチレンプラントプロジェクトで実行していき
ます。また IKPTは、Toyo-Japanからの派遣者による組
織強化を通じて、レベルアップを図っています。
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TOYO全体の収益性を高めるには、 
各拠点の能力強化が不可欠ということですね。

　中計ではTOYOの展開エリアを「重点地域」と「開拓地
域」に分け、事業領域を「従来事業」「強化事業」「育成
事業」に区分してマトリクスを作成しました。このうち、重
点地域、すなわちアジア、中南米、中東の従来事業は、
各拠点が単独で実行できるのが理想です。ロシア・CIS、
北米、イラク、サブサハラなど開拓地域や強化事業に専
心すべきToyo-Japanが既存領域の案件に忙殺されるよう
では、TOYO全体の成長は望めません。各拠点のプロジェ
クト遂行能力を向上させ、Toyo-Japan、拠点、現場間の
シームレスなプロジェクト運営体制を構築していくことが
必要です。

TOYOは今、新たな商品分野の開拓に注力されていると 
伺っています。取り組みの事例をご紹介ください。

　TOYOが持続的な成長を実現するためには、常に新
たな事業領域に挑戦し、受注の拡大と収益源の多様化
を図っていくことが欠かせません。現在、LNGやMicro-
GTL※などのガス関連案件と、省エネルギー型の蒸留技術
SUPERHIDICⓇに継続してチャレンジしています。LNGで
は中規模LNGを中心に戦略的な提案活動を行い、Micro-
GTLは2013年にブラジルの実証試験が完了し、プレセー
ルスを開始しました。SUPERHIDICⓇは石油化学・石油精
製分野に適用される技術で、今期中には具体的成果を上
げたいと期待しています。また再生可能エネルギーである
太陽光発電に関しては、この6月に岡山県で計画されてい
る大規模太陽光発電設備プロジェクトを受注し、次の大
規模案件の受注を目指しています。
※ GTL：Gas to Liquids（天然ガスを液体燃料に転換する技術）

全従業員の高い意識が、TOYO発展の原動力

今後ますます激しくなることが 
予想される競争に打ち勝つためのTOYOの強みは 
何だとお考えでしょうか。

　最大の強みはTOYOの全拠点が共通の理念と目標を
しっかりと共有していることだと思います。2009年に
TOYO MVV（Mission、Vision、Values）を制定し、我々
の存在意義と果たすべき役割を明確化しました。それはま
た、グローバルの強化なくしてTOYOの発展はないという
トップマネジメントの強い意思をグループ全員に向けて発
信することでもありました。MVVの制定によって、自分が
グループの一員であるという意識がより強固なものとなり、
各社の中に単なるコストセンターではなく自律性を持った
EPC拠点として成長していこうという高い志が育まれてい
ます。この意識の高さこそ我々の最大の強みであり財産で
あると考えています。

最後に、中計目標の達成へ、 
石橋社長のご決意をお聞かせください。

　社長に就任して2年が経過しました。収益面では課題
を残しましたが、史上最高額の受注を確保できたことは、
受注産業であるエンジニアリング会社にとって価値ある成
果だと認識しています。この受注水準を今後も維持すると
ともに、プロジェクトマネジメントの高度化と連結経営の
進化を通じて収益力を拡大し、中計で掲げた諸目標を必
ず達成したいと考えています。さらなる成長に向けて新た
な一歩を踏み出したTOYOにどうぞご期待ください。
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注力する市場と事業分野

重点地域 開拓地域

育成
事業

事業参画
（社会インフラ、エネルギー開発）

強化
事業

上流事業（エネルギー開発、LNG）
社会インフラ、医薬、その他

従来
事業

肥料、石油化学、石油・ガス精製
重点地域の従来事業は
海外拠点が主体

Toyo-Japanが注力する事業分野と市場分野の拡大
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　近年の原油価格の高止まりと採掘技術の進歩によるシェールガス
生産に由来する天然ガスの低価格化は、原油と天然ガスの大きな価
格ギャップを生み出し、収益性の高くなったガスを利用したビジネス
が活況を呈してきています。従来、石油を原料とした化学品、液体燃
料の製造分野においても、原料を天然ガスとする事業が多数計画さ
れ、合わせて経済性の高いガスの利用技術が求められています。
　天然ガスを原料とした派生商品技術は、TOYOの得意とする分野
の一つです。自社技術を持つ強みを生かし、その有効利用と、短期間
での事業化に向けて、TOYOは様々なアプリケーションを用意し、お
客様と市場ニーズに合わせたベストプラクティスを提供します。
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Gas Monetization Options
石油と天然ガスの価格ギャップが利益を生む
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Gas Transportation : ガス輸送（圧縮輸送・液化輸送）

　環境負荷の少ない天然ガスを利用したガス複合発電設備が世界中でト
レンドとなっています。
　TOYOは、タイのバンコク近郊
7カ所で同時に発電所を建設す
るプロジェクトに参画した他、技
術的にも規模的にも大型化・複
雑化している発電分野で、プラン
トエンジニアリングで培った要素
技術も適用して、さらに総合力が
発揮できる分野として事業拡大
を目指して取り組んでいます。

Gas to Power : ガス発電

天然ガス資源とは？

埋蔵量

●ガスの密度が濃い
●開発が容易
●高浸透性の
　地層に存在

●量が多い
●高度な
　技術が必要

在
来
型
ガ
ス

非
在
来
型
ガ
ス

タイトサンドガス

シェールガス

メタンハイドレート

コールベッド
メタン

天然ガス資源

【パイプライン】
　ガスを輸送するためには、圧縮・圧送
する設備とパイプライン網のインフラ整
備が欠かせません。まとまったガス量の
ある陸上でのガス分配輸送に有効な手
段となります。

【LNG】
　海を越えて輸送する場合は、冷却して液化、LNGにすることによって海
上輸送することが可能となります。LNGはガスをローカル商品から国際取
引商品にするといえます。
　TOYOは、従来の大型LNG設備に加え、中小ガス田向けの中規模
LNG、海洋ガス田向けのFLNG※などの液化出荷設備、および受入再ガス
化設備などに対応します。

※FLNG：Floating LNG

出典：EIA

出典：IEA

中規模LNG

　石炭や石油と並び、人類の発展を支えてきた天然ガス資源。
「天然ガス」とひとことで言ってもいろいろなガスがあります。

⃝在来型：陸上、海底ガス田からのガス、油田からの随伴ガス
⃝非在来型：タイトサンドガス、コールベッドメタン、シェールガス、
　メタンハイドレート 等

　組成の違いはあれ、大部分が
メタン（CH4）で構成されている
ことには変わりありません。メタ
ン以外の成分は、分離、精製さ
れ、より付加価値の高い化学製
品の原料として利用されます。ま
た、天然ガスは、燃焼に伴うCO2

排出量が相対的に少なく、地球
温暖化対策の面からも有効な資
源といえます。

FLNG

タイ・ガスタービンコンバインドサイクル発電所

ブラジル・ガスパイプライン
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尿素合成

重　　合

酸　　化

メタノール

GTL

LNG

電　　力

パイプラインガス

EO/EG

ポリエチレン

尿　　素

DME

発　　電

液　　化

FT合成

メタノール合成

メタノール脱水

合成ガス製造
（CO、H2）

ガス分離天然ガス

アンモニア

エチレン

アンモニア合成

エタン分解

C1

C2

C3＋（LPG、コンデンセート）

＊ ＊
＊

＊

＊

＊：TOYO保有技術

天然ガスの利用マップ

　近年クリーンなエネルギーとして脚光を浴び
ている水素は、ガスを水蒸気改質して製造され
ます。TOYOは、自社技術によって水蒸気改
質プラント（水蒸気改質炉：スチームリフォー
マー）の設計・建設に貢献しています。

Gas to Hydrogen : 水素製造

【GTL】
　ガスから合成ガスを製造し、FT反応によりFT-
OILを製造して、水素化分解することにより、ディー
ゼル油を製造することができます。この方法は、油
田からの随伴ガスや、小規模ガス田の利用に最適と
いえます。TOYOは、Velocys/MODECと提携し、
ブラジルでデモプラントを建設・稼働させました。

【DME※1・MTG※2】
　ガスからメタノールを合成し、LPG代替のDME
やガソリンを製造することができます。TOYOは、
DME製造の自社技術を持っています。

※1 DME：Dimethyl Ether
※2 MTG：Methanol to Gasoline

中国・DMEプラント

韓国・水素製造設備

【エチレン・ポリエチレン・EO/EG※ 等】
　ガス分離・精製工程から得られるエタンを熱分解することでエチレンを製造
し、エチレンを原料に、付加価値の高い化学製品、例えばポリエチレンやEGな
どを製造することができます。

※EO/EG：Ethylene Oxide/Ethylene Glycol

【MTO※ 等】
　ガスを一旦、水蒸気改質することで合成ガスを製造し、メタノール、さらに、
オレフィンを、またそれらから、様々な派生化学品を製造できます。TOYOは、
メタノール製造の自社技術を持っています。

※MTO：Methanol to Ole�ns

Gas to Chemicals : 化学製品製造

タイ・エチレンプラント

サウジアラビア・EO/EGプラント

タイ・ポリエチレンプラント

オマーン・メタノールプラント

Gas to Liquid Fuel : 液体燃料製造

ブラジル・Micro-GTLデモプラント

　ガスを原料にしてアンモニアを合成し、尿
素肥料を製造することができます。アンモニ
アはその他の化学製品の原料としても使わ
れます。
 TOYOは尿素合成技術“ACES21®”を自
社で持ち、アンモニア合成技術を持つKBR
とは長年のパートナーです。

Gas to Fertilizer : 肥料製造

インドネシア・肥料プラント

　天然ガスには、メタン（C1）以外に、商業価
値の高いエタン（C2）、プロパン（C3）、ブタ
ン（C4）、C5以上のコンデンセートが含まれて
います。これらの有益な成分を分離すると、よ
り付加価値の高い商用ガス、化学製品の原料
が得られます。TOYOは、高い分離効率を持つ
“COREFLUXⓇ”技術※を保有し、ガス分離・精製プラントを提供します。

※P.8をご参照ください

インド・ガス分離プラント

Gas Processing : 分離・精製処理
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ブラジルにてアンモニアプラント 
新設プロジェクトを受注

　TOYOはブラジルの大手エンジニアリング会社SOG-
オレオ･イ･ガスと協力して、ブラジル国営石油会社（ペト
ロブラス）より、同国南東部ミナスジェライス州ウベラバ
で計画されている日産1,500トン・アンモニア製造設備
の新設プロジェクト（UFN-5）を受注しました。プロジェ
クトのスコープはライセンス提供（米国KBR技術）、設計、
資機材調達、建設、試運転、運転支援で、プラントの完成
は2017年前半を予定しています。2014年5月にプラント
建設予定地にて、ルセフ大統領、ロボン鉱山エネルギー
大臣他、多数の関係者が臨席のもと、プロジェクト定礎
式が盛大に挙行されました。
　ブラジルは世界有数の農業国でありながら肥料の多く
を輸入しており、自国内における肥料生産を重要課題と
位置付けています。TOYOはペトロブラス向けに1965年
に尿素技術を提供して以来、継続的に幅広い分野でプロ
ジェクトを受注してきており、現在は、石油精製・石油化
学コンビナートの大型ユーティリティ案件、ガス処理プラ
ントや洋上原油生産設備等を遂行中です。

インド  LNG再ガス化設備を連続受注

　TOYOは、インドのペトロネットLNG（PLL）が同
国西部グジャラート州ダヘジで計画するLNG受入能
力を年間1,000万トンから1,500万トンへ拡張するプ
ロジェクトの再ガス化設備を受注しました。また引き
続いてGSPC LNG（GLL）が同州ムンドラで計画
するLNG受入能力年間500万トンの再ガス化設備新
設プロジェクトを受注しました。両プロジェクトとも
Toyo-Indiaが主体となり、設計から工事・試運転ま
でのEPC業務を一括請負で実施します。プラントの
完成は両プロジェクトとも2016年度下半期を予定し
ています。

　2000年に（株）IHI、TOYO、伊藤忠商事（株）、三
井物産（株）のコンソーシアムが、インド初の年間500
万トンのLNG受入設備の建設をPLLから受注し、
2006年にはIHIとTOYOのコンソーシアムが同設備
の1,000万トンへの能増プロジェクトを受注しました。
インドでは、電力やガスを原料とする肥料などの需要
拡大に伴い、現在10基以上のLNG輸入基地が計画さ
れています。TOYOはLNG関連やガス化学プロジェク
トの受注に向けて営業活動を展開してまいります。

PLL調印式

MOVING ON
T O Y O  C O M M U N I C A T I O N S

プロジェクト定礎式
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トルクメニスタン向け大型ガス化学コンプレックス受注

　TOYOは、韓国の現代エンジニアリング、現代建設およびLG
インターナショナルとの4社協業で、トルクメニスタン国営ガス会
社（トルクメンガス）向けの大型ガス化学コンプレックスを受注
しました。同国でのTOYO初受注となる案件で、完成は2018年
を予定しています。トルクメンガスは、カスピ海沿岸で産出される
天然ガスを原料に、西部バルカン州トルクメンバシ地方にて、エ
チレン、高密度ポリエチレン、ポリプロピレンを製造する計画で、
TOYOは、ガス分離設備（年間50億m3）、エチレン製造設備（年
産40万トン）、ポリプロピレン製造設備（同8万トン）に関する設
計、調達および試運転を担当します。
　このうちガス分離設備には、エタン、LPGを高効率で回収でき
る当社技術“COREFLUXⓇ”、およびドイツBASFの“OASETM ※”

（酸性ガス除去技術）、エチレン製造設備にはTOYOが豊富な実績をもつ米国ルーマスの技術、ポリプロピレンには米国グレー
スの技術が適用されます。トルクメニスタンは、豊富な埋蔵量を誇る天然ガスの輸出等により高い経済成長率を維持しており、
今後も石油・ガス分野における新たなプラント投資が見込まれています。

※OASETM：BASFの登録商標

September 2014 Vol.10

COREFLUXⓇをトルクメニスタンのガス分離設備に適用

　TOYOが開発した“COREFLUXⓇ※”（コアフラックス）は、
蒸留塔の精留効果を高める働きをする「リフラックス（還流）」
の供給を工夫することにより、少ないエネルギーで高い製品回
収率を達成できる技術です。COREFLUXⓇには、天然ガス、石
油随伴ガスまたは製油所からのオフガスなどの軽質ガスからエ
タンを回収するCOREFLUXⓇ-C2と、LNGからエタンやLPG
を回収するCOREFLUXⓇ-LNG、2つのプロセスがあります。今
般、トルクメニスタン国営ガス会社向けに受注した大型ガス化
学コンプレックスの設備の１つであるガス分離設備には、
COREFLUXⓇ-C2が適用されます。これにより、天然ガスから
95%以上のエタンを回収できるだけでなく、コンプレッサーの動
力を大幅に削減する省エネルギー型の設備を実現します。
　現在、世界中でシェールガスを含めて天然ガスの利用拡大が
進む中、TOYOはニーズに合うCOREFLUXⓇで、高効率、省エ
ネルギー型の生産設備を提供してまいります。
※COREFLUX®：Cold Reflux Technology

原料ガス

製品ガス
コンプレッサー ターボエキスパンダー

プロパン冷媒

コールドセパレーター

冷凍コンプレッサー

脱メタン塔

 NGL
（分離工程へ）COREFLUXⓇ-C2のプロセスフロー

COREFLUXⓇ-LNGを採用した 
インド石油ガス公社（ONGC）のガス処理プラント

調印式
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ベネズエラ向け大型肥料プロジェクトが完工

　TOYOは、ドイツのエンジニアリング会社フェロシュタールと、
ベネズエラのエンジニアリング会社Y&Vとの3社コンソーシアム
で、ベネズエラ石油化学公社（PEQUIVEN）向け大型肥料プロ
ジェクトを完工しました。首都カラカスから西200kmにあるモロ
ン市の石油化学工場内に、天然ガスを原料としてアンモニア製
造設備（日産1,800トン）と大粒尿素製造設備（同2,200トン）お
よび関連する付帯設備を建設するプロジェクトで、製品は同国の
農産物増産に利用されます。尿素の原料となるアンモニアの製造
設備は、米国KBRの技術を適用してフェロシュタールが担当し、
TOYOは自社技術で尿素および大粒尿素製造設備を、Y&Vは付
帯設備を、全体を通して3社が一体となりプロジェクトを進めま
した。建設地はウミガメが産卵する美しい海岸沿いに位置してお
り、プロジェクト開始以来、お客様主催のビーチクリーン活動にも毎年参加してきました。建設途中においてはスケジュールの
再調整が必要となることもありましたが、お客様をはじめコンソーシアムメンバーの粘り強い努力によって、本年4月大粒尿素
のファーストドロップを達成しました。

大粒尿素ファーストドロップ達成！

エジプトプロジェクトでエチレンフラクショネーター据え付け完了

　エジプトのアレキサンドリアにて遂行中のエチレンプラントプロ
ジェクトにおいて、大きなエポックであるエチレンフラクショネー
ターの据え付けが2014年3月に無事完了しました。これは直径
4.2m、長さ101m、重さ約370トンの大型タワーで、1,250トンク
レーンで吊り上げて据え付けました。本プロジェクトは、エジプト
国内で生産される天然ガスを原料に、エチレン年産46万トン、ポ
リエチレン同40万トン、ブタジエン同2万トンを建設するものです。
TOYOはエジプトのエンジニアリング会社エンピと米国ルーマス
の技術をベースに、エジプト石油省傘下のエティドコ向けにアレキ
サンドリアにてプラントを建設するもので、設計から工事・試運
転までのEPC業務を一括請負で実施しています。建設工事はペト
ロジェットをサブコントラクターとして起用し、プラントの完成は
2015年を予定しています。

エチレンフラクショネーター据え付け工事

MOVING ON
T O Y O  C O M M U N I C A T I O N S
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韓国ソウル開催 
Gastech 2014に出展

　TOYOは、2014年3月24日から4日間にわたり韓国ソ
ウルにて開催された国際展示会Gastech 2014に参加し
ました。Gastechは18カ月毎に世界各地で開催され、主
にガス・エネルギー関連企業が商品・技術などを紹介す
る展示会です。今回は45カ国の企業が出展し、来場者は
60カ国を超える国々から13,000名に上りました。その中
でTOYOは、中小ガス田の早期収益化の選択肢として、
米国ベロシス、三井海洋開発（株）との共同開発技術であ
る“Micro-GTL”、“Micro-GTL Onshore”、“LiBroⓇ ※

FLNG”、および米国チャートとの共同開発技術“Mid-
Scale LNG”を中心に展示し、その他エネルギー関連の
サービスや技術についても紹介しました。Micro-GTLに
ついては、リアクタ内の透視模型を設置するとともに、来
場者自らタブレット端末を操作することで、その仕組みや
装置内の構造を理解する一助としました。
※LiBro®：三井海洋開発（株）の登録商標

TOYO初の 
大規模太陽光発電設備を受注

　TOYOは、パシフィコ・エナジー久米南合同会社が
岡山県久米南町にて計画している、大規模太陽光発
電プロジェクトを設計から試運転まで一括で受注しま
した。発電容量は32.256MWで、完成は2016年3月
を予定し、全量が中国電力（株）に販売されます。本
プロジェクトは当社として初の太陽光発電設備案件と
なります。

　世界各国で再生可能エネルギー事業に注力するGE
エナジー・フィナンシャルサービスと米国カリフォルニ
ア州に本社を持つジェミソングループの共同出資によ
る事業会社が主導し、総額110億円のノンリコース型
プロジェクト・ファイナンスが実施されます。
　地球環境保全の観点から、再生可能エネルギーで
ある太陽光発電設備は今後も重要な役割を担うこと
が期待され、TOYOはインフラ事業の一環としてこれ
からも取り組んでまいります。

建設地（パネル設置イメージ）

TOYOブース

パシフィコ・エナジー（株）提供
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